
康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

講
座
・
教
室

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の

文
化
教
室

z
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室▽
日
時
　
５
月
８
日
、
６
月
５
日
、

７
月
３
日
（
全
３
回
）、
午
前
10

時
〜
正
午
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

x
紙
手
芸
教
室

▽
日
時
　
５
月
29
日
、
６
月
12
・

26
日
、
７
月
10
・
24
日
、
８
月

７
・
28
日
、
９
月
11
・
25
日
、
10

月
９
日
（
全
10
回
）、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。

▽
定
員
　
先
着
15
人
。

c
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
初
級
）

▽
日
時
　
５
月
14
・
21
・
28
日
、

６
月
４
・
11
・
18
日
（
全
６
回
）、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。

▽
定
員
　
先
着
15
人
。

▽
そ
の
他
　
パ
ソ
コ
ン
は
各
自
持

参
。

v
手
話
教
室
（
入
門
）

▽
日
時
　
５
月
８
・
15
・
22
・
29

日
、
６
月
５
・
12
・
19
・
26
日
、

７
月
３
・
10
・
17
・
24
・
31
日
、

８
月
７
・
21
・
28
日
、
９
月
４
・

11
日
（
全
18
回
）、
午
後
７
時
〜

９
時
。

▽
定
員
　
先
着
40
人
。

■
会
場

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

ズ
（
屋
板
町
）。

■
対
象

16
歳
以
上
の
心
身
障
が

い
者
（
健
常
者
も
若
干
可
）。

■
費
用

い
ず
れ
の
講
座
も
教
材

な
ど
の
実
費
負
担
あ
り
。

■
申
込

電
話
で
、
サ
ン
・
ア
ビ

リ
テ
ィ
ー
ズ
1(

656)
１
４
５
８
へ
。

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座

▽
日
程
　
５
月
９
日
〜
平
成
21
年

３
月
27
日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
41

回
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。

▽
会
場
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容
　
手
話
奉
仕
員
の
入
門
・

基
礎
講
座
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
か
通
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
で
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人
。
ま
た
、
手
話
通
訳

者
を
目
指
し
て
い
て
、
過
去
に
講

座
受
講
の
経
験
が
な
い
人
。
な
お
、

ほ
か
の
事
業
所
の
講
座
と
重
複
し

て
の
受
講
は
不
可
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

▽
費
用
　
２
６
７
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）。

▽
申
込
　
４
月
２
日
か
ら
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
1

(

636)

１
２
８
５
へ
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

▽
日
時
　
４
月
24
日
〜
５
月
29
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
６
回
）、
午

前
10
時
〜
正
午
。

▽
会
場
　
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
西
一
の
沢
町
）。

▽
内
容
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
た
め
の
基
本
や
、「
聴

く
」「
受
け
と
め
る
」「
共
感
す
る
」

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
高
め
る
実
践
活
動
の
学
習
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
。

▽
定
員
　
先
着
40
人
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

４
月
15
日
ま
で
に
、
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
1(

648)

７
４
８
０
へ
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

各
種
教
室

▽
日
時
・
内
容
・
定
員
な
ど
　
右

表
の
通
り
。

▽
会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
ラ

ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。
無

料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
　
４
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
、
電
話
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー
1

(

627)

６
６
６
６
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

◎手話通訳者養成講座　入門・基礎課程　▽日程　5月13日～平成21年3月24日の毎週火曜日(全42回)午前
10時～正午▽会場　市総合福祉センター(中央1丁目)▽内容　聴覚障がい者の生活や福祉制度の理解を深
めるほか、日常会話を行うために必要な手話の表現技術などの習得▽対象　市内に在住か通勤していて全
日程参加できる18歳以上の人のうち、手話の学習経験がない人▽定員　先着20人▽申込　4月2日から直接
または電話で、市障害者福祉会連合会1(636)1219へ。
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教室名� 日　時� 内　容� 定員など�

ウオーキング�
教室�
基本編�

ウオーキング�
教室�
エクササイズ�
編（対象は基�
本編修了者）�
�
栄養教室�
基本編「貧血�
を防いではつ�
らつ生活」�
栄養教室�
基本編「しっ�
かり朝食、今�
日も元気」�

栄養教室�
メタボリック�
シンドローム
編（高血圧予
防・全3回）

ヘルシースリ�
ム教室�
（全8回）�

4月15日(火)、5

月12日(月)午前
1 0時～正午（受
付＝午前9時30分
～9時45分）�

4月22日(火)午前
1 0時～正午（受
付＝午前9時30分
～9時45分）�

4月22日(火)午前
10時～午後１時�

5月9日(金)午前
10時～午後１時�

5月16日(金)午前
10時～正午、5月
23日(金)午前10

時～午後１時、5

月30日(金)午前
10時～正午�

5月20･27日、6月
3･10･24日、7月8

日、8月5日、9月
2日、午前9時30

分～正午(6月3日
は午後1時まで)

安全で快適なウオー
キングを行うための
講話と実技（歩いて
いる姿をビデオ撮影
をして学ぶ。運動の
できる服装、運動靴
を持参）�

健康づくりに必要
な運動量の講話と
筋力をつける歩き
方の実技（運動の
できる服装、運動
靴を持参）�

貧血予防のための
講話と調理実習�

朝食をしっかり取る
ための工夫等の講
話と調理実習�

高血圧予防のための
生活習慣改善や食生
活についての講話、
無理のない減塩の工
夫と栄養バランスを
考えた献立の調理実
習、高血圧予防のた
めの運動についての
講話と実技�

肥満を予防するた
めの生活習慣改
善，栄養･運動･休
養･歯の健康など
の講話と実技�

各日25人
無料�

25人
無料�

30人
食材費600

円程度�

30人
食材費600

円程度�

30人
5月23日は
食材費600

円程度�

30人�
6月3日は食
材費600円
程度、おお
むね4 0～
64歳の人�

市保健センター各種教室�
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◎手話通訳者養成講座　基本・応用課程　▽日程　5月13日～平成21年3月24日の毎週火曜日(全42回)午前
10時～正午▽会場　市総合福祉センター(中央1丁目)▽内容　聴覚障がい者の生活や福祉制度の理解を深め
るほか、日常会話を行うために必要な手話の表現技術などの習得▽対象　市内に在住か通勤していて全日
程参加できる人のうち、基礎課程を修了していて、手話通訳者を目指す人▽定員　20人（選考試験あり）
▽申込　4月2～8日に、直接または電話で、市障害者福祉会連合会1(636)1219へ。

講
座
・
教
室

音
訳
奉
仕
員

養
成
講
座

▽
日
程
　
５
月
14
日
〜
12
月
10
日

の
毎
週
水
曜
日
（
全
30
回
）、
午

前
10
時
〜
正
午
。

▽
会
場
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容
　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
を
対
象
と
し
た
本
な
ど
の
印
刷

物
の
情
報
を
音
声
に
訳
し
、
テ
ー

プ
な
ど
に
記
録
す
る
音
訳
奉
仕
員

を
養
成
す
る
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
か
通
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
で
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人
。
ま
た
、
修
了
後
音

訳
奉
仕
員
と
し
て
登
録
・
活
動
で

き
る
人
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

▽
費
用
　
600
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）。

▽
申
込
　
４
月
２
日
か
ら
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
1

(

636)

１
２
８
５
へ
。

お
知
ら
せ

重
い
運
動
障
が
い
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
プ
ー
ル
活
動
を
支
援

▽
期
日
　
４
月
22
日(

火)

、
５
月

13
日(

火)

・
27
日(

火)

。
以
後
毎
月

第
２
・
４
火
曜
日
（
予
約
制
）。

▽
会
場
　
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

（
鶴
田
町
）。

▽
内
容
　
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し

た
、
医
師
・
理
学
療
法
士
・
看
護

師
・
保
育
士
な
ど
が
、
お
子
さ
ん

の
健
康
状
態
に
配
慮
し
な
が
ら
行

う
、
安
心
で
楽
し
い
プ
ー
ル
活
動
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
未
満

で
、
重
い
運
動
障
が
い
が
あ
る
人
。

▽
利
用
方
法
　
事
前
に
、
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日
午
後
に
行
う
、
医

師
の
診
察
（
有
料
・
予
約
制
）
が

必
要
。

Y
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
1(

647)

４
７
２
０

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
つ
人
に
交
通
費
を
助
成

在
宅
の
精
神
障
が
い
者
が
交
通

機
関
を
利
用
し
、
通
院
・
通
所
を

す
る
た
め
の
交
通
費
を
、
次
の
通

り
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
　
精
神
障
が
い
者
保
健
福

祉
手
帳
所
持
者
（
療
育
手
帳
・
身

体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
除
く
）。

▽
助
成
内
容
　
精
神
障
が
い
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
＝
タ
ク

シ
ー
券
（
基
本
料
金
券
）
、
２

級
・
３
級
所
持
者
＝
共
通
バ
ス
カ

ー
ド
な
ど
。

▽
申
込
　
４
月
９
日
か
ら
、
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
・
印
鑑

を
持
参
の
上
、
直
接
、
障
が
い
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
。
上
河

内
・
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

平
石
・
富
屋
・
姿
川
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
、
申
請
の
み
を
受
け

付
け
、
後
日
送
付
。

Y
障
が
い
福
祉
課
1(

632)

２
３
６

２
介
護
予
防
教
室

参
加
者
募
集

▽
回
数
　
12
回
（
月
１
回
）。

▽
会
場
　
下
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険

非
該
当
の
人
。

▽
定
員
　
各
会
場
20
人
程
度
。

▽
費
用
　
創
作
活
動
な
ど
の
材
料

費
は
実
費
負
担
の
場
合
あ
り
。

▽
そ
の
他
　
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
高

齢
福
祉
課
1(

632)

２
３
５
７
へ
。

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

▽
期
日
　
４
月
23
日(
水)
。

▽
日
程
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
＝
午
前
９
時
30
分
出
発
、
午
後

４
時
解
散
。
河
内
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
＝
午
前
10
時
出
発
、
午
後
３

時
30
分
解
散
。

▽
内
容
　
芝
ざ
く
ら
公
園
見
学

（
市
貝
町
）
ほ
か
（
貸
し
切
り
バ

ス
で
移
動
）。

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

介護予防教室の会場と申込先（地域包括支援センター）�

会　場�
申込先�

名称�

御本丸�

ようなん�

きよすみ�

(651)4777

(658)2125

(622)2243

東宿郷�(614)8252

電話番号�
総合福祉センター、城東地域コ
ミュニティセンター�

戸祭地域コミュニティセンター、
昭和地域コミュニティセンター�
東地域コミュニティセンター、
宇都宮中央病院�

さくら西�(610)7370桜小学校、西地域コミュニティ
センター�

清　原�(667)8222
光が丘公民館、板戸公民館、清
原台６丁目公民館�

石井･陽東�(660)1414

よこかわ�横川地区市民センター、横川東小学校� (657)7234

石井地域コミュニティセンター、
東中久保公民館�

雀　宮�(655)7080
雀宮地区市民センター、南町自
治会公民館、羽牛田公民館�

峰･泉が丘�(613)5500泉が丘地域コミュニティセンター、峰
地域コミュニティセンター�

瑞穂野�(656)9677
瑞穂野地区市民センター、瑞穂野
団地集会場、東刑部堀ノ内公民館�

鬼　怒�(683)2230
平石地区市民センター、御幸地域コ
ミュニティセンター、御幸が原公民館�

陽南地域コミュニティセンター、
介護老人保健施設陽南、総合コ
ミュニティセンター�

会　場�
申込先�

名称�

雀宮･五代�
若松原�

姿川南部�

くにもと�

細谷･宝木�

富屋･篠井�

緑が丘･陽�
光�

砥　上�

(688)3371

(684)3328

(647)3294

(654)2281

(666)2211

(902)4170

(665)7772

電話番号�

天狗町公民館、さつきニュータ
ウン自治会集会所、宮の内コミ
ュニティセンター�

南生涯学習センター、陽光地域
コミュニティセンター�

すこやか荘、上欠団地集会所、富
士見地域コミュニティセンター�

姿川地区市民センター、元気の
里、下原自治公民館�

六軒公民館、宝木市営住宅集会
所、北生涯学習センター�

富屋地区市民センター、篠井地
区市民センター�

豊　郷�(616)1237
今泉新町社務所、豊郷地区市民
センター�

城　山�(652)8124
城山地区市民センター、長坂自治会館
西宮自治会館、下福岡集落センター�

白楽園、国本地区市民センター�

かわち�(673)8941河内生涯学習センター�
田　原�(672)4811田原コミュニティプラザ�
奈　坪�(671)2202岡本コミュニティセンター�
上河内�(674)7222上河内老人福祉センター�



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

▽
定
員
　
先
着
30
人
。

▽
そ
の
他
　
昼
食
は
各
自
負
担
。

▽
申
込
　
電
話
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
1(
636)
１
２
１
５
へ
。

特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
額
を
拡
大

▽
内
容
　
特
定
不
妊
治
療(
体
外

受
精
、
顕
微
授
精)

の
助
成
額
を

「
１
回
の
治
療
に
付
き
上
限
10
万

円
」
か
ら
「
１
回
の
治
療
に
付
き

10
万
円
ま
で
は
治
療
費
の
全
額
を
、

10
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
10
万

円
と
10
万
円
を
超
え
た
額
の
半
額

の
合
計
（
上
限
20
万
円
）」
に
拡

大
し
ま
す
。

▽
対
象
　
平
成
20
年
４
月
以
降
に

指
定
医
療
機
関
で
特
定
不
妊
治
療

に
要
し
た
費
用
（
20
年
３
月
ま
で

に
治
療
が
終
了
し
た
も
の
は
対
象

外
）。

Y
子
ど
も
家
庭
課
1(

632)

２
２
９

６障
が
い
福
祉
の
計
画
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基

づ
く
「
第
３
次
宇
都
宮
市
障
が
い

者
福
祉
プ
ラ
ン
」
と
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
「
宇
都
宮
市

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
第

２
期
）」
策
定
の
た
め
、
社
会
福

祉
審
議
会
障
が
い
者
福
祉
専
門
分

科
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期
　
５
月
か
ら
計
画
策
定
ま

で
（
任
期
中
、
５
回
程
度
の
会
議

開
催
予
定
）。

▽
対
象
　
市
内
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
20
歳
以
上
の
人
。

▽
募
集
人
数
　
２
人
程
度
。

▽
申
込
　
総
合
案
内
・
障
が
い
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）、
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
・
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
あ
る
応
募
用
紙
ま

た
は
便
せ
ん
な
ど
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
と

応
募
の
動
機
を
書
き
、「
本
市
の

こ
れ
か
ら
の
障
が
い
者
保
健
福
祉

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
論

文
（
800
字
程
度
）
を
添
え
て
、

４
月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
直

接
、
障
が
い
福
祉
課
へ
。

▽
そ
の
他
　
申
込
用
紙
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
選
考
は
書
類
な
ど
で
行

い
、
結
果
は
５
月
中
に
通
知
。

Y
障
が
い
福
祉
課
1(

632)

２
３
５

３
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
生
活
基
礎
調
査

厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
世
帯
の
構
成
や
健
康
、

医
療
、
所
得
の
状
況
な
ど
生
活
に

関
わ
る
基
礎
的
な
事
項
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

■
調
査
の
時
期

▽
世
帯
票
　
協
力
依
頼
の
訪
問
＝

４
月
下
旬
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
＝
５
月
下
旬
〜
６
月
下
旬
。

▽
所
得
票
　
協
力
依
頼
の
訪
問
＝

６
月
下
旬
、
聞
き
取
り
調
査
＝
７

月
10
日
ご
ろ
。

■
対
象
地
区
　
平
成
17
年
国
勢
調

査
区
か
ら
層
化
無
作
為
抽
出
さ
れ

た
市
内
５
地
区
。

■
そ
の
他
　
調
査
員
な
ど
に
不
審

な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
調
査
員

証
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

Y
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
世
帯
票
）

は
保
健
所
総
務
課
1(

626)

１
１
３

１
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
所
得

票
）
は
生
活
福
祉
課
1(

632)

２
３

７
３み

ん
な
で
語
り
合
お
う

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
会

▽
日
時
　
４
月
25
日(

金)

午
後
２

時
30
分
〜
４
時
。

▽
会
場
　
保
健
所
（
竹
林
町
）。

▽
内
容
　
家
族
の
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
な
ど
で
悩
ん
だ
り
、
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
人
同
士

の
語
り
合
い
。
事
前
に
保
健
師
が

面
接
し
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
保
健
予
防
課

1(

626)

１
１
１
４
へ
。

◎応急手当講習会　▽日時・会場　4月13日(日)＝西消防署、5月11日(日)＝南消防署、6月8日(日)＝東消防
署、7月13日(日)＝中央消防署、時間はいずれも午前9時～正午▽内容　傷病者観察要領、気道確保要領、
心肺蘇生法、AED（自動式体外除細動器)使用法などの普通救命講習▽対象　15歳以上の人▽定員　各先
着30人▽申込　開催日の3カ月前から電話で各会場の消防署へ。Y西消防署1(647)0119、南消防署
1(653)0119、東消防署1(663)0119、中央消防署1(625)5500
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AED設置施設一覧�（４月１日現在）�
分　類�

本庁舎・支所�

環　境�

福　祉�

保　健�保健所、市・上河内・河内保健センター�

施設名�
市役所本庁舎、上河内・河内地域自治センター、
各地区市民センター(１１カ所)、宝木・陽南・駅東
出張所、宇都宮市民プラザ、岡本・田原事務所�

斎場・北山霊園・聖山公園・東の杜公園管理事務
所、市緑の相談所�

生涯学習�中央・東・西・南・北・上河内生涯学習センター、上
河内生涯学習センターひばり館�

市・河内総合福祉センター、子ども発達センター、
老人福祉センター（ことぶき会館・すこやか荘・ふれ
あい荘・やすらぎ荘・上河内）、茂原健康交流セン
ター、ちとせ寮、松原荘、泉が丘ふれあいプラザ、
サンアビリティーズ�

文化・教育�

各市立小・中学校（93校）、まちかどの学校姿川
教室、つげの木教室、宇都宮美術館、市教育セン
ター、市立・東・上河内・河内図書館、雀宮地区市
民センター南館、総合コミュニティセンター、市文化
会館、トライ東�

スポーツ�

市・明保野・雀宮・河内体育館、水上公園・陽南プ
ール、ドリームプールかわち、サイクリングターミナル、
サッカー場、スケートセンター、冒険活動センター、
清原管理事務所、駒生・宮原運動公園、下田原
運動場、石井緑地・柳田緑地管理事務所�

その他�

各地域コミュニティセンター（23カ所）、オリオンスク
エア、ろまんちっく村、上河内地域交流館（ほたる
の里梵天の湯）、競輪場、河内農業構造改善セン
ター、みずほの自然の森公園、八幡山公園、中央・
西消防署、上下水道局�

いざというときのためのＡＥＤ
（自動体外式除細動器）

ＡＥＤは、突然心臓が停止してしまった人を救うため、
その場に居合わせた人の手で、速やかに電気的刺激（除
細動）を施す医療機器で、医師などの医療従事者だけで
はなく、一般の人でも使用できます。
市では、万一の事態に備え、下表の施設にＡＥＤを設

置しています。なお、各消防署が実施する応急手当講習
会（ページ下欄）への積極的な参加もお願いします。
また、市内の各集客施設の管理者の皆さんも、ＡＥＤ

の設置に向けたご検討をお願いします。
Y保健所総務課1(626)1103
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◎対面朗読のご利用を　新聞・チラシ・書籍など、ご希望の印刷物を対面にて朗読するサービスを行って
います。▽日時　4月9・23日(水)午後1時～3時、4月12・26日(土) 午前10時～正午▽会場　市総合福祉セン
ター3階（中央1丁目）▽申込　原則として不要ですが、予約も受け付けます。Yボランティアセンター
1(636)1285

お
知
ら
せ

妊
婦
一
般
健
康
診
査

４
月
か
ら
助
成
が

回
に
拡
大

受
診
票
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
お
渡
し
し
ま
す
が
、
平
成

19
年
度
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
、
20
年
度
に
出
産
を
迎
え
る

人
に
は
、
追
加
交
付
と
し
て
７
枚

の
受
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。
ま

だ
受
診
票
が
届
い
て
な
い
人
、
ま

た
は
転
入
し
て
か
ら
追
加
の
受
診

票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
子
ど

も
家
庭
課
1(

632)

２
３
８
８
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

変
更
が
あ
っ
た
人
は
届
け
出
を

身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
を
お
持
ち
で
、
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
を
利
用
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
４
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
加
入
な
ど
に
よ

り
、
加
入
健
康
保
険
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
変
更
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物
　
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）、
新
し
い
健

康
保
険
証
。

▽
手
続
き
が
で
き
る
場
所
　
障
が

い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）、
各

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
・
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
。

Y
障
が
い
福
祉
課
1(

632)

２
３
６

３
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

■
新
し
い
保
険
証
を
発
送
し
ま
し

た
４
月
か
ら
、
75
歳
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人
に
は
、

新
し
い
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

を
３
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
し
た

の
で
、
４
月
か
ら
は
、
医
療
機
関

で
受
診
す
る
と
き
な
ど
に
、
新
し

い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
「
健
康
保
険
の
保

険
証
」
や
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

は
、
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
老

人
医
療
受
給
者
証
」
は
、
ご
自
身

で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
に
つ
い
て
の
案
内
を
発

送
し
ま
す

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
人
に
、
４
・
６
・
８
月
の
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
（
仮
徴
収

通
知
書
）
を
４
月
上
旬
に
お
送
り

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Y
保
険
年
金
課
1(

632)

２
３
０
７

市
身
体
障
が
い
者
福
祉
バ
ス

友
愛
号
が
変
わ
り
ま
す

従
来
の
大
型
か
ら
中
型
に
。
車

い
す
固
定
が
２
台
に
な
り
ま
す
。

定
員
は
32
人
（
固
定
席
27
、
補

助
席
５
・
車
い
す
席
２
）。
利
用

に
は
半
数
以
上
が
障
が
い
者
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Y
市
社
会
福
祉
協
議
会
1(

634)

２

９
４
１

医
療
機
関
の
少
な
い
地
区
で

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
実
施

z
田
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

▽
日
時
　
５
月
９
日(

金)

午
後
２

時
〜
３
時
30
分
、
５
月
11
日(

日)
午
前
９
時
〜
11
時
。

x
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
日
時
　
５
月
25
日(

日)

午
前
９

時
〜
11
時
、
５
月
30
日(

金)

午
後

２
時
〜
３
時
30
分
。

■
対
象

▽
子
宮
が
ん
検
診
　
市
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
女
性
。

▽
乳
が
ん
検
診
　
市
内
に
在
住
す

る
30
歳
以
上
の
女
性
。
た
だ
し
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
は
40
歳
以

上
。

■
申
込

電
話
で
、
河
内
保
健
セ

ン
タ
ー
1(

673)

６
３
３
７
へ
。

Y
健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
９

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
を
補
助

▽
対
象
　
40
〜
74
歳
の
人
の
う
ち
、

宇
都
宮
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
市
税
に
滞
納
が
な
い
人
。

▽
補
助
金
額
　
１
万
円
。
受
診
当

日
、
受
診
費
用
か
ら
差
し
引
く
た

め
、
受
診
後
の
申
し
込
み
は
不
可
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
右
表
z
x
の

検
診
機
関
に
直
接
、「
宇
都
宮
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
」
と
言
っ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
表
に

な
い
検
診
機
関
で
受
診
す
る
場
合

は
、
補
助
で
き
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他
　
年
度
内
に
１
回
、
人

間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
ど

ち
ら
か
一
つ
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
受
診
日
ま
で
に
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
失
っ
た
人
は
補
助

対
象
外
で
す
。

Y
保
険
年
金
課
1(

632)

２
３
１
５

国
保
加
入
者
は
４
月
か
ら

新
し
い
健
診
と
保
健
指
導
に

４
月
か
ら
、
宇
都
宮
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
健

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

z人間ドック検診機関�

x脳ドック検診機関�

No. 検　診　機　関　名�

No. 検　診　機　関　名�

電話番号�

電話番号�

(625)2213

(626)5565

(625)7831

(653)1001

(648)0484

(657)7302

(683)5771

(667)8181

(623)8282

宇都宮市医療保健事業団（竹林町）
済生会宇都宮病院（竹林町）
宇都宮記念病院（大通り1丁目）�
宇都宮社会保険病院（南高砂町）�
鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
宇都宮東病院（平出町）�
ミヤ健康クリニック（刈沼町）�
県保健衛生事業団（駒生町）�
�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

�

１�
２�
３�
４�
５�
６�

鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
大曽内科脳神経外科医院（大曽２丁目）�
佐々木記念クリニック（屋板町）�
藤井脳神経外科病院（中岡本町）�
星脳神経外科（竹林町）�

※費用額や検査内容など、詳しくは直接、各検診機関へお問い合わせください。�

(648)0484

(657)7302

(625)5005

(656)7117

(673)6211

(600)4410

12



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

診
が
、
「
特
定
健
康
診
査
」
と

「
特
定
保
健
指
導
」
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。

■
特
定
健
康
診
査

▽
対
象
　
次
の
２
つ
の
項
目
に
該

当
す
る
人
。
①
４
月
１
日
現
在
、

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
②
４
月
１
日
以
降
、
40
〜
74

歳
に
な
る
。

▽
持
ち
物

４
月
下
旬
に
市
か
ら

送
付
す
る
受
診
券
と
健
康
保
険
証
。

▽
受
診
方
法
な
ど
　
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
な
ど
で
受
け
ら
れ
る

個
別
健
診
と
、
日
時
・
会
場
が
決

ま
っ
て
い
る
集
団
健
診
の
い
ず
れ

か
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
個
別
健
診
＝
受
診
・
申
込
と

も
に
直
接
「
健
康
づ
く
り
の
し
お

り
」
に
掲
載
の
各
医
療
機
関
へ
②

集
団
健
診
＝
広
報
う
つ
の
み
や
か
、

自
治
会
回
覧
で
お
知
ら
せ
す
る
日

程
と
会
場
を
確
認
の
上
、
電
話
で

健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
８
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
健
診
項
目

身
体
計
測
（
腹
囲

な
ど
）、
血
圧
測
定
、
空
腹
時
血

糖
、
血
中
脂
質
（
中
性
脂
肪
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
）、
肝
機

能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
な

ど
）、
尿
検
査
。
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、
貧
血
検
査
、

心
電
図
、
眼
底
検
査
の
い
ず
れ
か
。

■
特
定
保
健
指
導

▽
対
象
　
健
診
結
果
に
よ
り
、
保

健
指
導
が
必
要
な
人
（
服
薬
・
治

療
中
の
人
を
除
く
）。

▽
内
容
　
上
図
の
通
り
。

▽
持
ち
物
　
健
診
の
翌
月
に
市
か

ら
送
付
す
る
保
健
指
導
利
用
券
と

保
険
証
。

▽
会
場
・
申
込
　
利
用
券
と
共
に

送
付
さ
れ
る
保
健
指
導
実
施
機
関

へ
。

■
費
用

す
べ
て
無
料
。

Y
健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
８

◎節目健診　40･45･50･55・60･65歳の対象者には、誕生月前に案内はがきを郵送します。はがきが届いた
ら電話で健康増進課1(626)1129へ申し込んでください。各種がん検診・肝炎ウイルス・骨粗しょう症検
診・歯科健診は同日にまとめて受診できます。ぜひ、お申し込みください。15

「特定健診・保健指導」の流れ�

腹囲測定　男性 85cm 以上・女性 90cm 以上�

q血糖値　　（空腹時血糖値）�
�
w血中脂質　（中性脂肪など）�
�
e血圧�
r喫煙歴�

●項目が２つ以上は「積極的支援」�
（医師、保健師などが３カ月以上、複数回に�
わたって継続的に指導）�
●項目１つは「動機づけ支援」�
（生活習慣の改善を促す最低１回の指導）�
●該当項目がない場合は「情報提供」のみ�

q～rの該当する項目数で判定�

※65歳以上は、積極的支援と判定されても動機
づけ支援となります。�

健
　
　
診
�

保
健
指
導
�

■ステップ１（内臓脂肪蓄積の判定）�

■ステップ２（健診結果により判定）�

■ステップ３（ステップ１・２により�
グループ分け）�

健　康　診　査

■5月集団健診�
健診内容� 料金（円）� 対象者�

対象者�

40歳以上�

50歳以上の男性
40歳以上で、過去に一度も受�
診したことがない人
20歳以上の女性
30歳以上の女性ほか
40歳以上の女性

肺がん�

胃がん�

大腸がん�

前立腺がん�

�
肝炎ウイルス�

骨粗しょう症�

心電図・貧血・眼底検査�
肺がん�
胃がん�
大腸がん�
前立腺がん�
�
肝炎ウイルス�

子宮がん�
�
乳がん�

視触診�
マンモグラフィ併用�

40歳以上

50歳以上の男性

40歳以上で、過去に一度も�
受診したことがない人

40・45・50・55・60・65・70歳の女性�

①市保健センター�
※無料駐車場はありません。�

②姿川地区市民センター�
③横川地区市民センター�
④平石地区市民センター�
⑤田原コミュニティプラザ�
⑥河内保健センター�
※日程中、下線付きの日は「骨粗しょう症検診」を実施。�

会　場�

2(金)・10(土)・11(日)・12(月)・17(土)・18(日)・�
19(月) ・24(土)・26(月)・29(木)・31(土)

2(金)・13(火)･17(土)･21(水)・26(月)・28(水)･30(金)

7(水)・27(火)

22(木)

8(木)・18(日)・19(月)

12(月)・24(土)

期　日�

・受診の際は、必ず健診受診券と保険証をお持ちください。�
各健診とも、市内に住民登録のある人が対象。高齢受給者・�
後期高齢者・生活保護世帯・市民税非課税世帯の人は無料。�
重複受診（１年度に同じ検診を２度受けること）はできま�
せん。重複受診が判明した場合は、全額自己負担となりま�
す。詳しくは「健康づくりのしおり」をご覧ください。�
Y健康増進課1（626）1129

▽申込　電話で、①～④＝健康増進課1(626)1129、⑤⑥＝�
河内保健センター1(673)6337へ。�
�

健診内容�

■個別健診　受診の際は、各医療機関にお問い合わせください。�

■5月の乳がん検診（マンモグラフィ検査）日程�

料金（円）�

▽市保健センター（ララスクエア宇都宮9階）　5月2日(金)

・11日(日)・19日(月)・29日(木)。
▽市医療保健事業団検診センター（竹林町）　5月7日(水)・
14日(水)・21日(水)。　�

特定健康診査・健康診査�

心電図・貧血・眼底検査�

特定健康診査・健康診査�

４月から個別健診で胃がん検診が受けられるようになりました。
胃Ｘ線撮影と内視鏡検査が選択できます（予約制）。�

無料�
300・40・140

400

810

340

360

370

450

無料�
950・1,000

1,000

3,200

900

1,250

1,350

700

700

1,200

特定健康審査については、右記「国保加入者は４月から新
しい健診と保健指導に」や、各医療保険者からの「特定健康
診査」に関する通知・お知らせなどを注意してご覧ください。
なお、各がん検診・骨粗しょう症検診・歯科健診・肝炎ウイ
ルス検診などは、今まで通り健康増進課が実施します。
Y健康増進課1(626)1129


